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平
成
20
年
度
の
執
行
状
況

平成21年
第３回定例会

平成20年度
　決算を認定

　

平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
２
日
か
ら
10
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
さ
ら
に
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。　

　

一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
対
し
て
の
質
問
、
答
弁
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
の
決

算
は
、
前
年
と
比
較
し
て
、
歳

入
で
約
６
億
９
千
万
円
、
歳
出

で
約
３
億
６
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
の
執

行
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る

歳
出
の
削
減
に
努
め
な
が
ら
、

国
民
文
化
祭
（
文
芸
祭
・
俳
句

大
会
）
の
開
催
、「
読
む
・
調

べ
る
」
習
慣
の
確
立
に
向
け
た

実
践
研
究
事
業
、
学
校
給
食
費

の
負
担
軽
減
、
袋
田
の
滝
新
観

瀑
台
建
設
事
業
、
移
動
通
信
用

鉄
塔
施
設
整
備
事
業
、（
仮
称
）

大
子
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
、
え
の
き
台
住
宅
建

設
事
業
、
森
林
機
能
緊
急
回
復

整
備
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
の
ほ
か
、
交
通

通
信
体
系
の
整
備
、
産
業
の
振

興
、
福
祉
対
策
事
業
、
教
育
の

振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
消

袋田の滝新観瀑台

防
施
設
の
整
備
等
に
係
る
各
種

事
業
を
推
進
し
、『
若
者
の
住

む
ま
ち
づ
く
り
』
に
努
め
ま
し

た
。

国民文化祭

森林機能緊急回復整備事業 えのき台住宅

《平成20年度　特別・水道事業会計決算》

※水道事業において、資本的収支が不足する額174,325,078円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調
整額499,801円、減債積立金取崩55,942,633円、過年度分損益勘定留保資金117,882,644円で補てんした。

会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 ２８億３,６０７万９,７６３円 ２６億３,１８８万 ４６６円  
老 人 保 健 ３億７,８８６万２,８９９円 ２億８,０１５万１,６４１円
後 期 高 齢 者 医 療 ２億１,３０７万 ９２円 ２億 ９１６万７,８０１円
介 護 保 険 １８億１,９８２万８,２９８円  １７億１,４４４万９,８９１円
介護サービス事業 ５９９万４,８３７円 ５９９万４,８３７円
浄 化 槽 整 備 事 業 ８,１０３万３,５１７円 ７,５８４万５,９４７円
下 水 道 事 業 １,５９３万１,２８５円 ５０３万２,２６８円

水道事業会計
収益的収支 ４億８,１９２万３,８５３円 ４億３,７１１万２,７０５円
資本的収支 ２億７,６４６万５,４００円 ４億５,０７９万 ４７８円
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平成20年度　一般会計歳入歳出決算図表

分 担 金 及 び 負 担 金
諸 収 入
財 産 収 入
寄 附 金

146,917千円（1.5％）
225,679千円（2.3％）
24,792千円（0.3％）
103,259千円（1.1％）

自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 特 例 交 付 金
ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金

74,607千円（0.8％）
6,700千円（0.1％）
2,320千円（0.0％）
1,054千円（0.0％）
16,051千円（0.2％）
12,700千円（0.1％）
2,955千円（0.0％）

町税
1,862,835千円
（18.8％）

地方交付税
 3,690,229千円
（37.3％）

総務費
1,191,908千円
（13.3％）

公債費
1,518,319千円
（16.9％）

人件費
2,559,432千円
（28.5％）

物件費
1,242,204千円
（13.8％）

繰出金
879,407千円
（9.8％）

普通建設事業費
1,351,109千円
（15.1％）

扶助費
697,614千円
（7.8％）

民生費
1,987,678千円
（22.1％）

衛生費
752,248千円
 （8.4％）農林水産業費

696,769千円
（7.8％）

教育費
795,196千円
 （8.9％）

公債費
1,518,319千円
（16.9％）

国
自

主

財

源

県

等

依

存

財

源

63.0%

歳入総額
 9,887,103千円
（100％）

目 的 別
歳出総額

8,976,678千円
（100％）

性 質 別
歳出総額

8,976,678千円
（100％）

町債
715,945千円
（7.2％）

国庫支出金
 752,820千円
  （7.6％）

繰越金
526,376千円（5.3％）

使用料及び手数料
550,628千円
（5.6％）

地 方 譲 与 税 178,707千円（1.8％）

繰 入 金 214,810千円（2.2％）

地 方 消 費 税 交 付 金 180,441千円（1.8％）
県 支 出 金 597,278千円（6.0％）

商 工 費 587,729千円（6.5％）

維 持 補 修 費
投資及び出資金、貸付金

40,479千円（0.5％）
20,288千円（0.2％）

積 立 金 282,318千円（3.1％）

補 助 費 等 385,508千円（4.3％）

土 木 費 604,500千円（6.7％）

消 防 費 442,850千円（4.9％）

諸 支 出 金 302,409千円（3.4％）

議 会 費 97,072千円（1.1％）

歳 入

目的別歳出

性質別歳出

37.0
%
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３
億
８
６
３
５
万
４
千
円
の
増
額

　

第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　

行
政
報
告

　

平
成
21
年
度
大
子
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
主

な
歳
入
歳
出
は
、
表
の
と
お
り

で
す
が
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
91
億

７
３
７
３
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
６
９
９
３
万
５

千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
30
万
６
千
円
、
介
護
保
険

特
別
会
計
３
７
１
１
万
５
千

円
、
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会

計
△
49
万
６
千
円
、
水
道
事
業

会
計
資
本
的
収
入
２
１
９
９
万

９
千
円
・
資
本
的
支
出
２
３
０

０
万
円
の
補
正
が
あ
り
ま
し

た
。

「
東
京
理
科
大
学
大
子
研
修
セ

ン
タ
ー
の
開
所
に
つ
い
て
」

　

３
月
か
ら
改
修
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
７
月

27
日
に
、
開
所
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

管
理
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
括
し
て
大
子
町
開
発
公

社
が
受
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
施
設
内
で
の
食

事
の
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
の
飲
食
店
組
合
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
状
況
は
、
８
月
８
日
か

ら
は
毎
日
予
約
が
入
っ
て
お

り
、
今
後
、
交
流
人
口
の
増
加

に
よ
る
町
の
活
性
化
や
施
設
の

管
理
等
に
係
る
経
済
的
な
波
及

効
果
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
平
成
20
年
度
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
」

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤

字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
及

び
将
来
負
担
比
率
の
４
つ
の
比

率
か
ら
な
る
健
全
化
判
断
比
率

並
び
に
公
営
企
業
の
資
金
不
足

比
率
を
議
会
に
報
告
し
、
公
表

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
は
健
全
化

判
断
比
率
等
の
い
ず
れ
か
が
一

定
の
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
財
政

健
全
化
計
画
等
を
策
定
し
、
外

部
監
査
を
求
め
る
こ
と
な
ど
が

義
務
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

　

別
紙
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
で
す
が
、

実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質

赤
字
比
率
は
無
く
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、
い

ず
れ
に
お
い
て
も
健
全
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
金
不
足
比
率
は
無

く
、
健
全
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

「
平
成
20
年
度
町
税
の
収
入
状

況
に
つ
い
て
」

　

町
税
の
収
入
総
額
は
、
18
億

６
２
８
３
万
５
千
円
で
、
昨
年

度
と
比
較
し
ま
す
と
３
６
２
５

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

徴
収
率
は
、
現
年
度
分
は

96
・
２
％
、
全
体
で
は
79
・
３
％

で
、
過
去
の
滞
納
繰
越
分
の
影

響
に
よ
り
依
然
低
迷
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

滞
納
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
20
年
度
末
で
４
億
１
２
１

０
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
現
年
度
分
は
、
７
千
万

円
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
新
設
に
伴
い
、
収
入
額
が

大
幅
に
減
少
し
、
６
億
５
７
１

６
万
４
千
円
と
な
り
、
徴
収
率

に
つ
き
ま
し
て
も
、
社
会
保
険

離
脱
者
の
国
民
健
康
保
険
加
入

件
数
増
加
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、71
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
町
の
貴
重
な
自
主

財
源
の
確
保
と
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
積
極
的

な
滞
納
処
分
を
前
提
に
滞
納
整

理
を
実
施
し
、
滞
納
額
の
縮
減

と
徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一般会計補正予算の主なもの
歳　　　　入 補　正　額

国 庫 支 出 金 ２億5,913万５千円
県 支 出 金 4,958万５千円
繰 入 金 1,800万９千円
繰 越 金 4,753万７千円

歳　　　　出 補　正　額
基礎年金拠出金公的負担率の改定による職
員共済費 3,032万１千円

期末勤勉手当支給率改定による職員手当 △　1,732万円　　
地域支援事業交付金対象経費変更に伴う介
護保険特別会計繰出金 　1,432万５千円

消費者活性化基金事業 455万７千円
子育て応援特別手当給付事業 1,347万６千円
女性特有のがん検診推進事業 294万２千円
ごみ処理基本計画等策定業務委託料 427万８千円
学校給食費補助金 3,316万２千円
地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業 ２億4,420万６千円
地域活性化・公共投資臨時交付金事業    1,732万５千円
緊急雇用創設事業 1,232万円　　
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第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議    案    名 結　果

報告第４号 継続費の精算報告について 報告済

報告第５号 損害賠償の額決定の専決処分の報告について 報告済

議案第54号 損害賠償の額決定の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第55号 大子町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第56号 大子町立小，中学校及び幼稚園設置条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第57号 大宮大子地方広域市町村圏協議会の廃止について 原案可決

議案第58号 人権擁護委員候補者の推薦について 原案適任

議案第59号 平成21年度大子町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第60号 平成21年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第61号 平成21年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第62号 平成21年度大子町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第63号 平成21年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第64号 平成21年度大子町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第65号 平成20年度大子町一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第66号 平成20年度大子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第67号 平成20年度大子町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第68号 平成20年度大子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第69号 平成20年度大子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第70号 平成20年度大子町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第71号 平成20年度大子町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第72号 平成20年度大子町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第73号 平成20年度大子町水道事業会計決算の認定について 原案認定

議案第74号 大子町教育委員会委員定数条例 原案否決

議案第75号 （仮称）大子ふれあい交流センター建設工事変更請負契約の締結について 原案可決

常任委員会報告 介護型療養病床廃止中止を求める陳情書（陳情第５号） 採 択

常任委員会報告 保険でより良い歯科医療の実現を求める陳情書（陳情第６号）　 採 択

常任委員会報告 気候保護法の制定を求める請願書（請願第１号）　 継続審査
議員提出
議案第２号 介護型療養病床廃止中止を求める意見書 原案可決

議員提出
議案第３号 保険でより良い歯科医療の実現を求める意見書 原案可決

議員提出
議案第４号 産業廃棄物処理施設の建設に関する意見書 原案可決

　

大
子
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
一
時
金
を
４
万
円
引
き

上
げ
る
。（
改
正
後
42
万
円
支

給
）

　

大
子
町
立
小
、
中
学
校
及
び

幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

下
野
宮
小
学
校
を
、
平
成

22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

し
、
同
年
４
月
１
日
に
、
だ
い

ご
小
学
校
に
統
合
す
る
。

　

大
宮
大
子
地
方
広
域
市
町
村

圏
協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

　

広
域
で
取
り
組
む
べ
き
事
業

が
な
い
た
め
、
協
議
会
を
廃
止

す
る
こ
と
に
つ
い
て
常
陸
大
宮

市
と
協
議
す
る
も
の
。

条
例
改
正
等
の説

明
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関係機関へ意見書を提出しました。

産業廃棄物処理施設の建設に関する意見書

　本町は、すばらしい景観、資源、環境を活かし「自然と共生する豊かな大子」を目指し、地域の創造、
工夫に基づき、快適な生活環境の実現、地域経済の活性化、農林業と観光を主とした住みよい地域づくり
に、力を合わせて取り組んでいるところであります。
　近年、公害問題をはじめとする環境保全問題は、今や最も高い優先度をもって解決せねばならない課題
です。公害対策の進展にもかかわらず公害現象はますます複雑度を加え、公害等の環境の破壊に対する関
心が高まっています。
　このような中、先頃、大子町西金地区の関東商工株式会社による産業廃棄物中間処理施設の設置が許可
されました。又、今後大子町大字高柴地区へ生ごみを堆肥にする処理場を備えた産業廃棄物処理施設とし
ての循環型農場の開設計画や、過去の大子町大字槙野地字釜の口地内への産廃計画などが表面化し、もし
これらが実現されれば人体及び動植物の生態系に影響を及ぼし、将来に禍根を残す危険な施設となるので
はないかと危惧されます。これらは将来、大気汚染や水質汚濁（下流の市町村への被害等）、土壌汚染及
び騒音に係る環境上の公害を及ぼす危険性をはらんでいます。
　わたしたちは、地域住民をはじめ、河川の下流の人々を含めて、健康を保護し、生活環境をも保全され、
安心して暮らせる快適な生活環境をつくることが責務です。建設許可に対しては地域住民の声を十二分に
聞き慎重に対処されるようお願いいたします。
　ここに町議会の総意として、将来危惧される公害の危険性を深く認識し、建設についての許認可に際し
ては、地元の意見を反映することを強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　茨城県知事　橋本　昌　様

介護型療養病床廃止
中止を求める意見書

　介護療養病床の転換先として、介護療養型老
人保健施設などが示されているが、介護療養型
老人保健施設は、夜間の医師や看護職員の配置
が手薄になるなど現在の介護療養病床のように
必要な医療を提供することは困難である。
　地域住民が、いつでも、どこでも安心して必
要な入院医療をうけられるようにするため、介
護療養病床廃止計画を中止することを要望す
る。

（抜粋）
　
　内閣総理大臣　様
　厚生労働大臣　様

保険でより良い歯科医療の
実現を求める意見書
　医療費の総枠を拡大し、患者負担を増加させ
ることなく、保険で歯周病の治療・管理や、保
険でより良く噛める入れ歯が提供されるととも
に、新しい歯科治療技術を速やかに保険に適応
し、保険でより良い歯科医療が実現されること
を求める。

（抜粋）

　内閣総理大臣　様
　厚生労働大臣　様
　財 務 大 臣　様



（7）

い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 10
年
先
の
大
子
町
の
あ
る
べ
き
姿
は

野　

内　

健　

一　

議
員

問　

来
年
３
月
で
終
了
す
る
第

４
次
大
子
町
総
合
計
画
の
評
価

が
、
公
表
さ
れ
た
。
目
標
が
達

成
さ
れ
た
事
業
は
、
全
体
の
18
・

3
％
、
７
割
〜
８
割
の
達
成
が

47
・
７
％
で
あ
っ
た
。
町
長
は
、

こ
の
結
果
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　

ま
た
、
町
長
は
、
こ
の
計
画

実
施
期
間
の
後
半
に
就
任
し
た

が
、
ど
の
程
度
ま
で
意
識
し
、

施
策
に
反
映
し
た
の
か
。

　

総
合
計
画
の
達
成
度
が
最
終

年
度
だ
け
公
表
と
い
う
の
は
、

町
民
に
対
し
て
の
事
業
報
告
と

し
て
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
５
次
総
合
計
画
に
は
、
10
年

後
の
大
子
町
の
姿
と
し
て
ど
の

よ
う
な
も
の
が
盛
り
込
ま
れ
る

の
か
。

答　

町
長

　

第
４
次
総
合
計
画
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
経
済
情
勢
、
社
会

情
勢
が
変
わ
る
中
で
３
分
の
２

達
成
と
い
う
こ
と
で
お
お
む
ね

評
価
し
て
い
る
。

　

総
合
計
画
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

の
内
容
に
は
、
そ
れ
程
違
い
が

な
く
、
特
に
意
識
せ
ず
、
計
画

ど
お
り
実
施
し
て
き
た
。

　

総
合
計
画
の
達
成
度
の
公
表

は
、
第
５
次
総
合
計
画
の
主
な

施
策
に
数
値
目
標
を
設
定
し
、

進
捗
状
況
を
公
表
す
る
。

　

10
年
後
の
大
子
町
は
、「
日

本
一
の
子
育
て
福
祉
の
町
」、

「
日
本
一
の
教
育
の
町
」
を
目

指
し
、
子
育
て
世
代
の
若
者
が

周
辺
地
域
か
ら
移
り
住
ん
で
く

る
町
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

　
　
　
　
　

十
分
な
対
応
策
は

問　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

本
格
的
な
流
行
期
を
迎
え
る

が
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・

中
学
校
で
の
集
団
感
染
防
止
策

は
。

　

感
染
に
よ
り
重
症
化
の
恐
れ

が
あ
る
妊
婦
や
呼
吸
器
系
疾

患
、
慢
性
腎
不
全
等
の
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
々
に
対
す
る
予
防

策
は
。

　

高
齢
者
に
お
い
て
心
配
さ
れ

る
の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

原
因
と
な
っ
て
肺
炎
を
併
発
す

る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
確
率
を

少
し
で
も
下
げ
る
も
の
と
し

て
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
有
効
と
の
こ
と
だ
が
、
町

と
し
て
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
啓
蒙
す
べ
き
だ
。

答　

町
長

　

学
校
等
に
お
け
る
集
団
感
染

防
止
策
は
、
手
洗
い
や
う
が
い

を
徹
底
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ

る
。

　

妊
婦
や
呼
吸
器
系
疾
患
、
慢

性
腎
疾
患
等
の
方
に
つ
い
て

は
、
医
療
体
制
の
問
題
も
あ
る

が
、
国
の
方
針
の
も
と
に
協
力

を
お
願
い
し
て
、
水
郡
医
師
会

と
の
連
絡
も
密
に
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
向
け
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
、
国
の
動
向
や
医
療

機
関
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し

な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
。

第５次総合計画の審議
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

佐　

藤　

正　

弘　

議
員

問　
「
子
育
て
支
援
日
本
一
の

町
」
を
め
ざ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
小
・
中
学
生
の
給

食
費
無
料
化
を
打
ち
出
し
た
こ

と
は
歓
迎
す
る
が
、
総
選
挙
、

知
事
選
挙
で
も
各
政
党
、
候
補

者
が
福
祉
や
医
療
の
充
実
を
掲

げ
選
挙
に
臨
ん
だ
。
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は
当

面
の
重
要
な
施
策
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

少
子
高
齢
化
対
策
は
、
町
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
。
第
五
次

総
合
計
画
で
実
現
可
能
な
施
策

を
積
極
的
に
進
め
る
。

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
は
、
本
町
に
お
い
て

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
重

要
な
施
策
の
一
環
で
あ
る
。
母

親
と
の
意
見
交
換
で
も
、
医
療

費
の
助
成
、
給
食
費
の
助
成
が

非
常
に
強
か
っ
た
。
給
食
費
に

続
い
て
、
医
療
費
の
支
援
に
つ

い
て
も
、
県
の
動
向
を
ふ
ま
え

検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
雇
用
関
係
に
つ
い
て

問　

大
子
町
は
、
袋
田
の
滝
等

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
多
く
の

日
本
一
の
教
育
の
町
づ
く
り
を

目
指
す
そ
の
第
一
歩
と
し
て
教

育
委
員
を
１
名
増
員
し
た
い
。

　
「
教
育
日
本
一
の
町
」と
は
、

秋の小中学校合同体育祭

問　

教
育
委
員
を
１
名
増
員
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
現
在
の
情

勢
、
関
係
法
律
な
ど
趣
旨
か
ら

し
て
も
必
要
性
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

ま
た
、
町
長
が
打
ち
出
し
た

「
教
育
日
本
一
の
町
」
と
は
、

教
育
の
質
、
内
容
、
施
設
、
補

助
教
員
の
数
等
様
々
な
充
実
策

が
考
え
ら
れ
る
が
、
町
長
の
目

指
す
「
教
育
日
本
一
の
町
」
と

は
ど
ん
な
町
な
の
か
。

答　

町
長

　

改
正
さ
れ
た
法
律
の
趣
旨
、

背
景
に
加
え
、
大
子
町
に
お
い

て
は
、
少
子
化
に
伴
う
学
校
再

編
の
問
題
、
小
・
中
連
携
の
強

化
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
り
、

教
育
環
境
等
に
つ
い
て

観
光
客
が
四
季
を
通
じ
て
訪
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

産
業
廃
棄
物
の
持
ち
込
み
、
処

理
施
設
の
建
設
は
住
民
の
意
思

と
し
て
認
め
な
い
と
し
て
き
た

の
で
は
な
い
か
。

　

今
回
の
設
置
、
稼
動
は
、
町

民
、
議
会
に
も
知
ら
せ
て
い
な

い
。
町
長
が
公
約
と
し
て
掲
げ

て
い
る
行
政
情
報
の
積
極
的
な

開
示
に
も
反
す
る
の
で
は
な
い

か
。

答　

町
長

　

町
は
、
法
律
に
基
づ
き
業
務

を
執
行
す
る
立
場
に
あ
り
、
全

て
適
切
に
対
処
し
て
い
る
。

　

町
民
や
議
会
に
知
ら
せ
て
な

い
と
い
う
が
、
企
業
が
平
成
17

年
８
月
に
町
へ
説
明
を
し
、
県

へ
事
業
計
画
概
要
書
を
提
出
し

た
。
そ
の
時
点
で
当
然
説
明
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
。

　

行
政
情
報
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
開
示
す
る
の
が
原
則

で
あ
り
、
今
後
と
も
開
か
れ
た

行
政
に
努
め
る
。

子
育
て
中
の
親
が
子
ど
も
の
教

育
の
た
め
に
住
み
た
く
な
る
よ

う
な
町
で
あ
る
。

産
業
廃
棄
物
の

　
　

中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 大
子
町
の
教
育
は

鈴　

木　

陸　

郎　

議
員

問　

大
子
町
の
教
育
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
役
割

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
日
本
一
の
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
の
プ
ラ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答　

町
長

　

日
本
一
の
教
育
の
ま
ち
づ
く

り
の
プ
ラ
ン
は
、
子
育
て
中
の

親
が
子
供
の
教
育
の
た
め
に
住

み
た
く
な
る
よ
う
な
町
づ
く
り

を
進
め
る
。考
え
る
力
を
養
い
、

創
造
力
、
表
現
力
を
高
め
る
教

育
環
境
の
整
備
を
図
る
。
教
育

委
員
会
を
充
実
し
、学
校
再
編
、

小
・
中
学
校
の
連
携
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答　

教
育
長　

　

教
育
委
員
会
は
、
町
長
か
ら

独
立
し
た
機
関
で
、
教
育
に
関

答　

町
長

①
エ
コ
栽
培
や
減
農
薬
と
い
っ

た
農
産
物
が
一
般
的
と
な
っ
て

い
る
。
県
の
基
準
に
基
づ
く
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
等
の
認
証
取
得

を
推
進
し
て
い
る
。

②
飼
料
用
米
の
栽
培
は
、
自
家

飼
料
と
し
て
の
利
用
、
耕
作
放

棄
地
の
活
用
と
し
て
も
有
効
で

あ
る
の
で
推
奨
し
て
い
く
。

③
奥
久
慈
茶
の
成
分
分
析
に
よ

少
子
化
高
齢
者
対
策
を

問　

少
子
化
対
策
と
し
て
給
食

費
の
無
料
化
を
提
案
し
て
い
る

が
、
バ
ラ
マ
キ
と
な
ら
な
い
よ

う
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

敬
老
祝
金
事
業
対
象
者
数
４

０
８
３
人
に
対
し
て
１
０
０
０

円
（
商
品
券
）
は
あ
ま
り
に
も

少
額
で
は
な
い
か
。
対
策
を
要

望
す
る
。

答　

町
長

　

子
育
て
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
が
行
な
っ
た
懇
談
会

で
の
意
見
、
要
望
が
あ
り
若
者

の
定
住
化
、
少
子
化
、
過
疎
化

対
策
と
し
て
重
要
な
施
策
と
考

え
る
。

　

高
齢
者
対
策
は
、
子
、
孫
、

と
一
緒
に
住
め
る
環
境
、
社
会

が
良
い
と
考
え
る
。
生
活
が
困

難
で
経
済
的
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
に
対
し
て
は
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
高
齢
者

保
護
制
度
の
活
用
に
よ
り
対
処

し
た
い
。

り
カ
テ
キ
ン
等
が
非
常
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
結
果
が
出
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
地
位
を
高
め
て
い
き
た
い
。 奥久慈茶の茶摘風景

そ
の
他
の
質
問

○
町
政
の
方
向
は
（
町
長
の
政

治
姿
勢
に
つ
い
て
）

農
林
業
の
振
興
を

問　

①
直
売
所
を
利
用
し
た
農

業
の
振
興
策
と
し
て
有
機
栽

培
、
無
農
薬
栽
培
等
を
生
産
指

導
し
奥
久
慈
農
産
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

②
和
牛
の
飼
育
者
、
生
産
頭
数

の
減
少
対
策
と
し
て
休
耕
地
等

を
利
用
し
て
自
給
飼
料
を
作
付

け
す
れ
ば
飼
料
の
コ
ス
ト
削

減
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
も
な

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

③
奥
久
慈
茶
は
、
ブ
ラ
ン
ド
品

と
し
て
関
東
近
県
で
は
有
名
に

な
っ
て
い
る
が
、
低
コ
ス
ト
で

の
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

対
策
を
県
へ
要
望
願
い
た
い
。

す
る
業
務
を
執
行
管
理
す
る
。

教
育
委
員
長
は
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
会
議
を
主
催
す
る
。

教
育
長
は
、
教
育
委
員
会
に
属

す
る
事
務
を
統
括
し
、
所
属
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 新
環
境
セ
ン
タ
ー
の
町
民
負
担
は

仲　

野　
　
　

廣　

議
員

問　

環
境
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在

の
敷
地
内
へ
、
規
模
を
若
干
縮

小
し
て
建
設
し
、
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
は
、「
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
へ
の
外
部
委

託
が
最
適
と
の
報
告
が
検
討
委

員
会
か
ら
具
体
的
に
あ
っ
た
。

建
設
時
の
人
口
は
１
万
８
千
人

台
、
15
年
後
は
１
万
３
千
人
台

と
予
測
し
て
い
る
。
建
設
時
の

町
民
一
人
当
た
り
の
負
担
予
想

額
と
、
15
年
後
の
負
担
予
想
額

の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
。
人
口
減
少
は
町
民
へ
の
負

担
額
増
と
な
る
の
か
。

答　

町
長

　

１
年
間
に
約
３
億
４
０
０
０

万
円
程
度
か
か
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
現
在
で
も
３
億
円
程
度

か
か
っ
て
い
る
。
建
設
予
定
の

平
成
27
年
度
人
口
を
１
万
８
５

０
０
人
と
し
て
、
排
出
量
を
想

定
す
る
と
５
３
０
０
ｔ
く
ら
い

の
ゴ
ミ
量
で
１
ｔ
当
た
り
６
万

９
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
処
理
費

に
な
る
。
町
民
１
人
当
た
り
か

町
長
の
産
業
廃
棄
物

　
　
　

処
理
施
設
の
設
置
基
準
は

問　

大
子
町
に
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
が
初
め
て
設
置
と

な
っ
た
。
設
置
に
い
た
る
経
過

及
び
今
後
の
監
視
報
告
体
制
と

他
の
施
設
に
対
す
る
影
響
は
。

答　

町
長

　

企
業
が
平
成
17
年
８
月
に
町

へ
説
明
を
し
、
県
へ
事
業
計
画

概
要
書
を
提
出
し
た
。そ
の
後
、

私
が
町
長
に
な
っ
て
、
平
成
19

年
12
月
に
意
見
を
求
め
ら
れ
、

環
境
や
土
地
利
用
に
問
題
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
事
務
的
に
進

め
た
。

　

町
民
生
活
に
影
響
が
あ
る
場

合
、
厳
格
に
対
応
す
る
。
必
要

に
応
じ
県
と
共
同
し
た
監
視
体

制
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
排

水
の
水
質
検
査
も
毎
年
行
っ
て

い
る
。
環
境
保
全
に
は
万
全
を

期
し
て
い
き
た
い
。

建て替えが予定される環境センター

学
校
給
食
費
の

　
　

全
員
全
額
無
料
化
の
功
罪
は

問　

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食

費
を
今
年
の
10
月
か
ら
全
員
無

料
化
す
る
提
案
が
あ
っ
た
。

子
育
て
支
援
策
と
し
て
財
源
確

保
が
可
能
で
、
子
育
て
中
の
町

民
の
経
済
負
担
軽
減
が
目
的
と

の
こ
と
だ
が
、
今
ま
で
実
施
し

て
い
た
学
校
給
食
費
軽
減
制
度

の
評
価
は
ど
う
か
。
ま
た
、
親

が
子
を
食
べ
さ
せ
て
い
く
教
育

的
効
果
を
ど
う
判
断
し
て
い
る

か
る
ゴ
ミ
処
理
費
は
現
在
よ
り

高
く
な
る
。
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
変
わ
ら
な
い
の
で

か
。
６
千
万
円
の
子
育
て
支
援

支
出
は
就
労
確
保
へ
の
支
出
よ

り
も
優
先
順
位
は
高
い
の
か
。

答　

町
長

　

学
校
給
食
費
軽
減
制
度
は
、

効
果
が
で
て
い
る
。

　

子
ど
も
は
親
の
宝
だ
け
で
な

く
地
域
の
宝
で
あ
り
、
子
育
て

支
援
を
地
域
社
会
全
体
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
優

先
順
位
か
ら
い
え
ば
非
常
に
高

い
も
の
で
あ
る
。
給
食
費
無
料

化
は
私
が
担
当
し
て
い
る
限
り

止
め
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
な

い
。

人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
１
人
当

た
り
の
負
担
額
は
当
然
増
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
業
問
題
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

大　

森　

勝　

夫　

議
員

問　

給
食
費
を
無
料
化
に
す
る

こ
と
で
、
親
が
果
た
す
べ
き
子

育
て
の
責
任
感
が
薄
れ
て
し
ま

う
危
惧
は
無
い
の
か
。
食
を
通

じ
て
感
謝
の
心
を
育
み
、
親
子

の
絆
を
培
う
意
味
で
も
、
親
が

給
食
費
の
一
部
を
負
担
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

校
舎
の
耐
震
化
工
事
や
、
老

朽
化
し
た
ゴ
ミ
処
分
場
建
設
な

ど
、
将
来
、
財
政
負
担
に
な
る

事
業
が
控
え
て
い
る
事
を
ふ
ま

え
、
無
料
化
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
財
源
確
保
の
考
え
も
く

み
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
無
料
化
を
実
施
す
る
期

間
の
設
定
が
な
い
が
、
期
間
を

定
め
た
ほ
う
が
継
続
か
見
直
し

町を支える大人になってほしい

産
業
廃
棄
物
施
設

　
　

完
成
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

問　

町
民
が
知
ら
な
い
間
に
産

業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
が
完

成
し
て
し
ま
っ
た
。
経
過
報
告

さ
え
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

ま
た
、同
様
な
条
件
が
揃
え
ば
、

今
後
も
産
業
廃
棄
物
施
設
の
建

設
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

様
に
感
じ
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

　

佐
原
地
区
住
民
が
平
成
20
年

１
月
に
産
廃
反
対
の
要
望
書
を

町
へ
提
出
し
た
要
望
の
趣
旨
が

手
続
き
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る

か
。

答　

町
長

　

許
可
に
な
っ
た
産
業
廃
棄
物

中
間
処
理
施
設
は
、
環
境
や
周

辺
住
民
に
影
響
が
無
い
と
い
う

こ
と
で
、
町
で
は
事
務
処
理
を

進
め
た
。
法
的
、
環
境
面
、
周

辺
住
民
な
ど
に
問
題
が
な
い
の

に
、
た
だ
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み

に
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
事
前
説
明
を
し
な

か
っ
た
こ
と
と
非
公
開
と
で
は

意
味
が
違
う
。
非
公
開
と
は
、

聞
か
れ
て
も
説
明
を
し
な
い
秘

密
主
義
の
こ
と
で
あ
り
、
も
し

今
回
の
件
で
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
な
ら
ば
、
幾
ら
で
も
説

明
を
し
た
は
ず
で
あ
る
。ま
た
、

同
時
期
に
提
出
さ
れ
た
、
佐
原

地
区
で
の
産
業
廃
棄
物
反
対
の

要
望
書
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

も
、
法
に
従
っ
た
町
政
を
進
め

て
い
る
の
で
、
法
律
遵
守
と
い

う
か
た
ち
で
対
応
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

か
の
判
断
が
で
き
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
。

答　

町
長

　

大
子
町
の
少
子
化
の
現
状
を

見
た
場
合
、
非
常
な
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
子
育
て
は
親
だ

け
に
任
せ
る
の
で
な
く
、
地
域

社
会
も
親
と
一
緒
に
な
っ
て
子

供
を
育
て
る
姿
勢
が
重
要
と

思
っ
て
い
る
。
子
育
て
中
の
親

は
、
経
済
的
に
苦
し
い
方
が
非

常
に
多
い
。
教
材
費
を
例
に
挙

げ
れ
ば
、
小
学
２
年
生
で
毎
月

５
３
０
０
円
、
中
学
２
年
で
毎

月
１
万
３
千
円
の
負
担
と
な

る
。
そ
う
し
た
面
を
支
援
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
給

食
費
無
料

化
は
教
材

費
を
支
援

す
る
目
的

な
の
で
、

親
の
子
育

て
責
任
意

識
に
つ

い
て
の
問

題
は
心
配

は
な
い
と

考
え
て
い

る
。
町
の

財
政
状
況

も
改
善
さ

れ
、
柔
軟

そ
の
他
の
質
問

○
（
仮
称
）
大
子
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
の
設
計
変
更
に

つ
い
て

に
使
え
る
資
金
が
５
億
円
近
く

増
え
て
い
る
。
今
後
の
財
政
見

通
し
も
、
職
員
の
定
年
退
職
者

に
よ
り
、
４
年
後
に
は
４
億
円

の
人
件
費
削
減
が
見
込
め
る
な

ど
、
財
源
的
に
問
題
は
な
く
、

10
月
か
ら
の
実
施
と
し
た
。
無

料
化
の
実
施
期
間
に
つ
い
て

も
、
私
が
町
政
を
執
行
す
る
限

り
は
無
料
化
を
取
り
や
め
る
こ

と
は
な
い
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 子
育
て
支
援
日
本
一
の
町
を
目
指
し
て

藤　

田　
　
　

稔　

議
員

問　
「
子
育
て
支
援
日
本
一
の

町
」
を
目
指
し
て
、
新
た
な
子

育
て
支
援
策
を
立
案
す
る
「
子

育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
現
在

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

雇
用
問
題
の
悪
化
に
伴
い
生

活
不
安
定
者
が
増
え
て
い
る
。

父
子
家
庭
へ
も
母
子
家
庭
と
同

様
な
支
援
策
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。
さ
ら
に
、
大
子
町
立
小
中

学
校
遠
距
離
通
学
費
補
助
金
交

付
規
則
の
見
直
し
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答　

町
長

　

子
育
て
中
の
保
護
者
か
ら
要

望
や
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け

た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
会
議
を
開

催
し
、
施
策
の
実
施
に
要
す
る

経
費
の
試
算
を
行
い
新
た
な
町

独
自
の
支
援
策
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

　

父
子
家
庭
は
母
子
家
庭
に
比

べ
支
援
策
が
極
め
て
少
な
い
の

で
国
や
県
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

答　

教
育
長

　

遠
距
離
通
学
補
助
金
は
、
補

助
対
象
条
件
を
是
正
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。

男
女
出
会
い
の
場
の
創
出
を

問　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
会
員
の
会
費
を
町

が
助
成
し
て
い
が
、
加
入
状
況

は
。
ま
た
、
当
町
に
お
い
て
の

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
開
催
計
画

は
。

答　

町
長

　

昨
年
度
か
ら
累
計
で
、
５
件

の
助
成
を
し
た
。
10
月
４
日
に

大
子
広
域
公
園
グ
リ
ン
ヴ
ィ
ラ

新築された観瀑施設管理事務所

町
の
特
色
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　

観
光
の
振
興
策
は

問　

大
子
町
に
は
袋
田
の
滝
を

は
じ
め
多
く
の
観
光
資
源
が
あ

る
。
そ
の
資
源
を
活
か
し
て
観

光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

①
特
産
食
材「
奥
久
慈
し
ゃ
も
」

を
使
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

現
況
は
。

②
撮
影
誘
致
、
撮
影
協
力
を
し

て
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
等
を

図
る
目
的
に
設
立
さ
れ
た
大
子

町
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
現
況
は
。

③
町
内
の
史
跡
、
観
光
施
設
等

を
案
内
す
る
人
材
育
成
事
業
と

し
て
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
養
成
講
座
が
始
ま
っ
た
が

活
動
拠
点
を
含
め
た
方
向
性
は
。

答　

町
長

①
奥
久
慈
し
ゃ
も
の
取
り
扱
い

店
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
の
れ
ん
を
作
成
配
付
し
た
。

ま
た
、
都
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て

マ
ス
コ
ミ
向
け
の
試
食
会
や

「
奥
久
慈
し
ゃ
も
フ
ェ
ア
」
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
、
特
産
品

食
材
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
誘
客

に
努
め
て
い
る
。

②
20
年
７
月
に
設
立
さ
れ
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
・
ド
ラ
マ
な
ど
映
像
制

作
の
支
援
活
動
を
行
な
い
地
域

振
興
に
努
め
て
い
る
。

③
受
講
生
は
25
名
で
あ
る
。
講

座
は
12
月
ま
で
延
べ
９
回
を
予

定
し
、
22
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

す
る
。
運
営
等
は
大
子
町
観
光

そ
の
他
の
質
問

○
東
京
理
科
大
研
修
施
設
に
つ

い
て

○
袋
田
の
滝
観
瀑
施
設
に
つ
い

て

協
会
が
行
な
う
予
定
。

に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ

を
開
催
す
る
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 大
子
町
の
自
然
環
境
を
守
る
に
は

齋　

藤　

忠　

一　

議
員

問　

大
子
町
の
素
晴
ら
し
さ
は

自
然
環
境
の
美
し
さ
、
そ
し
て

こ
の
環
境
の
中
で
生
活
す
る
安

心
感
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ

れ
が
突
然
、
産
業
廃
棄
物
中
間

処
理
施
設
が
持
ち
上
が
っ
た
。

町
民
・
議
会
に
も
報
告
が
無

か
っ
た
の
は
、ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

今
後
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
等
の
話
が
あ
っ
た
場
合
、
町

長
は
町
民
の
安
心
、
安
全
な
生

活
を
守
る
た
め
に
も
毅
然
た
る

態
度
で
対
処
す
べ
き
と
思
う

が
。

答　

町
長　

　

企
業
か
ら
町
へ
説
明
が
あ
っ

た
時
点
で
議
会
な
ど
に
説
明
が

あ
っ
た
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
の
と
、
環
境
や
住
民
へ
の
影

響
が
な
く
小
規
模
施
設
の
た
め

事
務
的
に
進
め
た
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設

等
に
つ
い
て
は
環
境
や
住
民
へ

の
影
響
等
を
厳
密
に
検
討
す

る
。
当
然
住
民
、
議
員
へ
説
明

す
る
。

耕
作
放
棄
地
へ

　
　

観
光
面
で
支
援
策
は
な
い
か

問　

現
在
、
耕
作
放
棄
地
が
大

変
増
え
て
お
り
、
こ
の
先
さ
ら子供達へ夢を託して（学校給食センター）

町
民
が
理
解
す
る

　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
を

問　

町
長
は
、
子
育
て
支
援
日

本
一
を
掲
げ
様
々
な
支
援
策
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
回
、
学

校
給
食
費
無
料
化
を
提
案
し

た
。
こ
の
問
題
は
、
い
ろ
い
ろ

な
反
響
も
あ
る
。
町
長
は
様
々

な
政
策
を
企
画
、
立
案
し
、
そ

れ
を
議
会
に
提
案
し
承
認
を
も

ら
う
と
さ
れ
て
お
る
が
、
な
ぜ

議
論
す
る
余
地
が
無
か
っ
た
の

か
。

答　

町
長

　

議
会
と
町
執
行
部
の
関
係
は

町
の
基
本
方
向
と
か
、
総
合
計

画
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
意
見

も
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
審
議

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
委
員
の
定
数
増
に
つ
い

て
○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

策
に
つ
い
て

○
窓
口
業
務
に
つ
い
て

会
へ
議
員
の
参
加
を
求
め
て
い

る
し
、
事
前
に
議
会
に
説
明
も

し
て
い
る
が
、
個
々
具
体
的
な

事
業
は
町
長
が
決
定
し
、
議
会

が
審
議
し
て
承
認
を
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
月
に
一

度
議
員
と
協
議
会
を
持
つ
の

で
、
説
明
・
議
論
が
で
き
る
。

に
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

大
子
町
に
は
、
毎
年
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
が
、
こ
の
荒
れ

放
題
の
耕
地
を
見
た
と
き
、
ど

の
よ
う
に
感
ず
る
か
。

　

町
は
観
光
事
業
に
力
を
入

れ
、
多
く
の
予
算
を
組
ん
で
い

る
。
観
光
収
入
の
一
部
で
基
金

を
作
り
、
沿
道
の
整
備
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

現
在
町
で
は
、
耕
作
放
棄
地

対
策
と
し
て
、
農
地
、
水
、
環

境
保
全
事
業
や
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
い
事
業
を
実
施
し

て
い
る
が
、観
光
収
入
に
よ
る
、

耕
作
放
棄
地
の
整
備
は
、
実
施

方
法
に
よ
っ
て
は
、
可
能
だ
と

思
う
。
道
路
に
面
し
た
耕
作
放

棄
地
は
、
観
光
的
に
も
景
観
が

悪
い
の
で
、
積
極
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 雇
用
対
策
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か

藤　

田　

友　

晴　

議
員

問　

国
内
の
完
全
失
業
率
は
、

過
去
最
悪
の
５
・
７
％
。
有
効

求
人
倍
率
も
最
低
を
更
新
し
て

い
る
。

　

多
く
の
方
々
が
失
業
で
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
。
早
急
な

対
策
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

６
月
議
会
で
の
答
弁
で
、「
森

林
湖
沼
環
境
税
に
よ
る
間
伐
に

よ
り
大
き
な
雇
用
効
果
が
見
込

め
る
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
、
各

種
対
策
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の

か
。

答　

町
長

　

職
業
安
定
所
の
労
働
相
談
を

町
内
で
月
２
回
実
施
し
て
い

る
。
県
の
就
職
支
援
巡
回
相
談

も
毎
週
で
き
る
体
制
と
な
る
。

国
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
事
業

並
び
に
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
道
路

施
設
環
境
整
備
事
業
等
に
よ
り

雇
用
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

　

森
林
湖
沼
環
境
税
に
よ
る
間

伐
等
の
事
業
に
よ
り
雇
用
さ
れ

お
年
寄
り
が

　
　
　

安
心
し
て
住
め
る
町
を

問　

老
人
福
祉
法
第
２
条
で
も

「
老
人
は
多
年
に
わ
た
り
社
会

進
展
に
寄
与
、
豊
富
な
知
識
と

経
験
を
有
し
、
敬
愛
さ
れ
る
と

と
も
に
健
全
で
安
ら
か
な
生
活

を
保
障
さ
れ
る
」と
あ
る
。「
緊

急
通
報
装
置
」
と
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

の
設
置
状
況
は
。

答　

町
長

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
は
８
１
２
人
。
緊

急
通
報
装
置
は
82
台
、
愛
の
ブ

ザ
ー
は
20
台
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
安
心
、
安
全
の
確

保
に
努
め
た
い
。
若
い
人
が
一

緒
に
住
め
る
と
い
う
こ
と
も
高

齢
者
対
策
で
あ
る
。
大
子
町
に

帰
っ
て
き
た
く
な
る
施
策
を
し

た
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
箇
所
に

つ
い
て
は
地
図
を
作
成
し
配
布

す
る
。

若者が夢と希望を持って

若
者
の
住
む
ま
ち
づ
く
り
と
は

問　

若
い
世
代
の
流
出
や
景
気

の
低
迷
に
伴
う
厳
し
い
経
済
状

況
の
な
か
で
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
は
子
育
て
世
代
に
と
っ

て
は
「
あ
り
が
た
い
」
と
い
う

多
く
の
声
が
あ
る
が
、
町
財
政

面
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
危

惧
さ
れ
る
声
も
あ
る
。
町
財
政

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
米
ど
こ

ろ
大
子
の
地
産
地
消
の
観
点
か

ら
も
、主
食
を
持
参
す
る
等「
主

食
費
」
の
部
分
で
工
夫
で
き
な

い
か
。

　

子
育
て
支
援
住
宅
の
整
備
や

る
予
想
人
数
は
１
ha
当
た
り
15

人
、
年
間
４
０
０
ha
整
備
す
る

町
営
住
宅
使
用
料
軽
減
と
あ
る

が
、
持
ち
家
の
方
々
に
も
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

町
長

　

大
子
町
は
年
間
90
人
台
し
か

子
供
が
生
ま
れ
て
な
い
。
子
育

て
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

必
要
だ
。
子
育
て
世
代
の
一
番

要
求
し
て
い
る
の
は
経
済
的
支

援
で
あ
る
。

　

財
政
面
は
、
財
政
状
況
の
改

善
に
努
め
、
行
政
改
革
の
推
進

に
よ
り
確
保
で
き
る
。

　

持
ち
家
の
方
へ
の
施
策
は
難

し
い
。

の
で
延
べ
人
数
は
６
０
０
０
人

と
予
想
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

に
つ
い
て

○
農
業
・
林
業
に
つ
い
て
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い っ ぱ ん し つ も んい っ ぱ ん し つ も ん 産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
に
つ
い
て

吉　

成　

好　

信　

議
員

問　

①
議
会
全
員
協
議
会
に
お

い
て
関
東
商
工
㈱
が
行
う
産
業

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
町
が
意
見
書
を
提
出
し
て

か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
資

料
に
は
住
宅
の
基
礎
や
橋
等
を

壊
し
た
と
き
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

廃
材
受
け
入
れ
ま
す
と
あ
り
、

鉄
道
用
砕
石
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

片
を
受
け
入
れ
て
砕
く
だ
け
の

施
設
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

町
は
、
い
つ
、
誰
が
、
何
処

で
説
明
を
聞
い
た
の
か
。

　

町
長
は
議
員
へ
の
説
明
が

あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
、
聞

い
て
い
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

地
元
や
下
流
の
市
町
村
と
の
話

し
合
い
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

②
大
字
高
柴
地
内
に
、
生
ゴ
ミ

を
堆
肥
に
す
る
処
理
場
を
備
え

た
循
環
型
農
場
を
開
設
し
、
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
と
し
て
の

許
可
取
得
を
今
年
度
中
に
目
指

す
計
画
が
あ
る
こ
と
を
新
聞
記

事
で
初
め
て
知
っ
た
。

　

５
月
１
日
に
町
へ
説
明
に
き

て
い
る
が
、
議
会
、
町
民
へ
説

明
が
な
い
。
袋
田
の
滝
の
上
流

で
あ
り
汚
水
、
汚
濁
の
問
題
が

あ
る
。
町
と
し
て
ど
う
対
処
す

る
の
か
。

③
今
年
８
月
、
大
字
槙
野
地
釜

ノ
口
に
「
温
泉
と
果
樹
園
」
の

観
光
施
設
を
造
る
構
想
に
よ

る
、
観
光
道
路
建
設
計
画
が
浮

上
し
た
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
地
元
で
町
執
行
部
を
交
え
て

会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
そ
の
内

容
は
。
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

建
設
反
対
運
動
が
あ
る
所
で
あ

り
、
水
道
取
水
口
の
上
流
で
も

あ
る
。
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

答　

町
長

①
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て
、

意
見
書
提
出
以
前
に
な
ぜ
説
明

し
な
か
っ
た
の
か
と
か
、
私
が

聞
い
て
い
た
は
ず
だ
と
言
っ
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
私
の
前
任

産業廃棄物中間処理施設

残
り
の
食
材
を
豚
の
餌
と
し
て

食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
産
業

廃
棄
物
の
話
は
一
切
な
か
っ
た
。

　

久
慈
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
社

長
は
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
決
定
し
た
わ
け
で
は

な
い
と
言
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
町
へ
は
具
体
的
な
話

は
来
て
い
な
い
。

③
新
ホ
ー
ル
デ
ン
グ
ス
社
の
社

長
か
ら
８
月
４
日
に
温
泉
を
利

用
し
た
観
光
農
園
を
造
り
た
い

の
で
、
進
入
道
路
で
あ
る
林
道

を
拡
幅
を
し
た
い
旨
の
話
が

あ
っ
た
が
、林
道
を
観
光
道
路
、

産
業
廃
棄
物
運
搬
道
路
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
は
、
林
業
経
営

上
危
険
だ
し
、
橋
も
４
ｔ
車
制

限
で
あ
る
。
拡
幅
の
同
意
、
許

可
は
出
せ
る
状
況
で
は
な
い
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

温
泉
施
設
・
観
光
農
園
に
つ

い
て
は
、
構
想
段
階
で
あ
り
、

正
式
申
請
書
が
あ
っ
た
場
合
は

公
表
す
る
。

者
の
時
に
、
聞
い
て
い
た
と
思

い
込
ん
で
い
た
と
言
っ
て
い
る

わ
け
で
、
そ
の
辺
は
誤
解
の
な

い
よ
う
に
。

　

下
流
の
市
町
村
へ
の
説
明

や
、
意
見
を
聞
い
て
意
見
書
を

出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
け
れ

ど
、
こ
れ
は
大
子
町
が
や
る
こ

と
で
な
く
必
要
な
ら
ば
県
が
や

る
こ
と
だ
。

②
生
ゴ
ミ
処
理
施
設
開
設
が
新

聞
に
掲
載
さ
れ
、
事
前
に
説
明

が
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

５
月
１
日
に
久
慈
ピ
ッ
ク
フ
ァ

ー
ム
と
い
う
養
豚
場
の
社
長
か

ら
、
生
瀬
の
畜
産
団
地
で
豚
を

６
０
０
頭
ほ
ど
飼
っ
て
い
て
、

そ
こ
で
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
売
れ

そ
の
他
の
質
問

○
奥
久
慈
観
光
の
顔
大
子
駅
売

店
閉
鎖
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
給
食
費
無
料
化
報

道
に
つ
い
て
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あ
と
が
き

　
「
友
愛
」
を
辞
書
で
引
い

て
み
た
。
兄
弟
、
友
人
間
の

愛
情
、
よ
し
み
と
あ
り
ま
し

た
。

　

８
月
末
の
総
選
挙
に
よ
っ

て
誕
生
し
た
鳩
山
政
権
、
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

高
度
成
長
時
代
か
ら
低
成

長
期
に
入
っ
た
今
日
、
さ
ま

ざ
ま
な
格
差
が
生
じ
た
社

会
、
特
に
少
子
高
齢
化
、
地

方
と
都
市
の
格
差
な
ど
山
積

す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
政

治
家
（
地
方
も
含
め
て
）
が

新
内
閣
の
掲
げ
る
「
友
愛
の

精
神
」
を
持
っ
て
政
治
に
あ

た
れ
ば
、
必
ず
心
豊
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な

る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

す
み
ず
み
ま
で
光
が
当
た

り
温
か
な
政
治
に
期
待
を
し

て
あ
と
が
き
と
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
委
員　

鈴
木
陸
郎
）

今
回
の
表
紙

　

大
子
は
、
日
本
一
お
い
し
い

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ふ
る
里
で
す
。

今
年
も
丹
精
こ
め
て
作
り
ま
し

た
。　
　
　

　
（
齋
藤
忠
一
議
員　

撮
影
）

　

10
月
1
日
〜
2
日
に
議
会

運
営
委
員
会
と
広
報
委
員
会

合
同
に
よ
る
研
修
視
察
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
東
京
都
瑞
穂

町
で
、
議
会
運
営
と
議
会
広

報
紙
の
編
集
に
つ
い
て
、
研

修
し
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
紙
の
編
集
に
当

た
っ
て
は
、
町
民
の
関
心
の

高
い
も
の
を
町
民
の
立
場

に
立
っ
て
、

読
み
や
す
く

親
し
み
や
す

い
よ
う
編
集

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

議
会
運
営

で
は
、
一
般

質
問
で
一
問

一
答
方
式
を

採
用
し
議
論

を
深
め
て
い

ま
す
。予
算
・

決
算
は
特
別

委
員
会
で
審

議
し
て
お

り
、
各
委
員

会
活
動
も
充

議
会
運
営
委
員

広

報

委

員

委
員
長　

佐　

川　

利　

夫

副
委
員
長　

藤　

田　

友　

晴

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

佐　

藤　

正　

弘

委　
　

員　

鈴　

木　

陸　

郎

委　
　

員　

藤　

田　
　
　

稔

委　
　

員　

藤　

田　
　
　

健

委　
　

員　

益　

子　

英　

明

　定例会・臨時会は、誰でも傍聴するこ
とができます。議会傍聴は町政を知るよ
い機会です。
　お気軽にお出かけください。
　手続きは役場３階の傍聴席で受付簿に
住所、氏名を記入するだけです。

議会を傍聴して みませんか？ 

大
子
町
議
会

　
　

広
報
委
員
会

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩

恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩

恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩
恩

実
し
て
い
ま
す
。

　

２
日
目
は
、
茨
城
県
つ
く

ば
市
で
、
宇
宙
航
空
開
発
の

現
状
と
、
豊
か
で
安
全
な
食

生
活
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
活
動
に

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

（
金
澤
眞
人
）

合
同
研
修
視
察

瑞穂町庁舎前にて

月　日 曜　日 会　議 付　　記

12月２日 水 本会議 開会、議案の概要説明等

12月３日 木 休　会 自宅審議

12月４日 金 休　会 自宅審議

12月５日 土 休　会 自宅審議

12月６日 日 休　会 自宅審議

12月７日 月 本会議 一般質問

12月８日 火 本会議 一般質問

12月９日 水 本会議 逐条審議

12月10日 木 本会議 逐条審議、閉会

第4回定例会会期日程（予定）

※日程等についての詳しいお問い合わせは、議会事務局まで
　お願いします。（☎72-1115）

　

人
権
擁
護
委
員
の
白
井
貞
夫

氏
が
、
平
成
21
年
12
月
31
日
で

任
期
満
了
と
な
り
退
任
す
る
た

め
、
後
任
と
し
て
神
長　

守
氏

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

神
長　

守
氏を

推
薦

傍聴する町民


